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平
成
23
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
ご
ろ
、
太
平
洋
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
９
・
０
を
記
録
し
た
巨
大
地
震
が
発
生
し
、
地
震
や
そ
の
後
に
発
生
し
た
津
波
で
岩
手
県
、

宮
城
県
、
福
島
県
、
茨
城
県
を
中
心
に
東
北
・
関
東
地
方
の
各
地
で
死
者
・
行
方
不
明
者
２
万

７
千
人
を
超
え
る
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
被
災
し
た
福
島
第
１
原
発
の
影
響
に
よ
る
放
射
能
汚
染
の
拡
大
、
計
画
停
電
、
引
き

続
く
余
震
な
ど
、
事
態
の
収
束
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
も
、

ニ
ュ
ー
ス
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
の
情
報
に
注
意
し
、
落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
町
内
の
放
射
線
量
の
検
出
結
果
は
、
平
成
23
年
４
月
４
日
現
在
で
、
０
・
０
９
マ
イ

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
（
ち
な
み
に
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
時
／
60
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
）、
水
道

水
に
つ
い
て
、
放
射
性
物
質
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。（
検
査
結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
随
時
公
表
さ
れ
ま
す
）

　

今
回
の
大
地
震
で
、
当
町
は
震

度
６
弱
を
観
測
、
町
内
各
地
で
建

物
や
塀
の
倒
壊
、
土
砂
崩
れ
、
道

路
の
破
損
や
水
道
管
の
破
裂
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。

町
内
の
被
害
の
主
な
も
の

　
　
　
（
町
災
害
対
策
本
部
よ
り
）

人
的
被
災
↓
軽
傷
２
名

家
屋
被
災
↓
住
宅
の
半
壊
48
件
・

屋
根
の
損
壊
を
含
む
一
部
損
壊

（
５
５
５
件
）
な
ど
で
７
２
８
件
、

納
屋
・
石
蔵
な
ど
の
全
壊
17
件
・

半
壊
及
び
一
部
損
壊
１
４
２
件

道
路
被
災
（
亀
裂
・
崩
落
等
）↓

町
道
31
件
、
林
道
13
件
、
農
道
６

件治
山
↓
４
件
（
裏
山
崩
落
等
）

排
水
路
↓
４
件
（
亀
裂
な
ど
）

農
業
用
施
設
↓
畜
舎
２
件
、
倉
庫

２
件
、
集
荷
場
２
件
な
ど

　

余
震
等
で
新
た
に
災
害
が
発
生

し
た
箇
所
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

県
道
・
町
道 

↓
建
設
課

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
８

農
道
・
林
道
・
農
地
・
山
林
・
農

業
施
設 

↓
農
林
振
興
課

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
３

　

地
震
に
よ
り
、
馬
頭
庁
舎
の
一

部
が
破
損
し
た
た
め
、
馬
頭
庁
舎

２
階
の
農
林
振
興
課
、
建
設
課
、

環
境
総
合
推
進
室
が
、
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
馬
頭
庁
舎
の
階
段
の
一

部
が
、
安
全
の
た
め
、
立
入
禁
止

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
馬
頭
庁
舎
２
階
の
企
画

財
政
課
と
商
工
観
光
課
へ
ご
用
の

方
は
、
庁
舎
裏
側
の
非
常
階
段
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
へ
移
転

・
建
設
課
（
１
階
へ
移
転
）

・
農
林
振
興
課
（
２
階
へ
移
転
）

※

農
業
委
員
会
事
務
局
も
同
様

・
環
境
総
合
推
進
室
（
３
階
へ
移

転
）

※

電
話
番
号
及
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は
、

以
前
と
同
じ
番
号
で
す
。

　

被
災
者
へ
の
義
援
金
に
つ
い

て
は
、
次
の
窓
口
で
受
け
付
け

し
て
い
ま
す
。

○
那
珂
川
町
役
場
健
康
福
祉
課

○
小
川
庁
舎
総
合
窓
口
課

○
馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

課
・
局
・
室
の
移
転
に
つ
い
て

大
震
災
義
援
金
受
付
中

東日本大震災、当町も各地で被災!
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◇
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
『
Ｊ

―

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
ジ
ェ
イ
・
ア

ラ
ー
ト
）
』
と
は

　

総
務
省
消
防
庁
が
運
用
す
る
シ

ス
テ
ム
で
、
緊
急
地
震
速
報
や
弾

道
ミ
サ
イ
ル
情
報
な
ど
、
対
処
に

時
間
的
余
裕
が
な
い
事
態
が
発
生

し
た
場
合
に
、
消
防
庁
が
人
工
衛

星
を
通
じ
て
情
報
を
発
信
し
、
各

市
町
村
の
防
災
行
政
無
線
等
を
自

動
起
動
す
る
こ
と
で
、
い
ち
早
く

住
民
の
み
な
さ
ま
に
そ
の
情
報
を

お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

国
の
方
針
に
よ
り
、
平
成
22
年

度
中
に
全
国
の
市
町
村
に
一
斉
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

◇
那
珂
川
町
に
お
け
る
Ｊ―

Ａ
Ｌ

Ｅ
Ｒ
Ｔ
整
備

　

那
珂
川
町
で
は
、
こ
の
Ｊ―

Ａ

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
音

声
告
知
放
送
シ
ス
テ
ム
に
結
び
付

け
る
こ
と
で
、
よ
り
確
実
に
町
民

の
み
な
さ
ま
に
緊
急
情
報
を
発
信

い
た
し
ま
す
。
（
下
図
参
照
）

　

消
防
庁
か
ら
発
信
さ
れ
る
情
報

は
様
々
で
す
が
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
音
声
告
知
放
送
シ
ス
テ
ム
を

使
っ
て
町
民
の
み
な
さ
ま
に
お
知

ら
せ
す
る
主
な
情
報
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
弾
道
ミ
サ
イ
ル
や
武
力
攻
撃

・
大
規
模
テ
ロ
な
ど
の
国
民
保
護

　

情
報

・
震
度
４
以
上
の
緊
急
地
震
速
報

・
大
雨
警
報
や
洪
水
警
報
な
ど
の

　

気
象
警
報

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
発
信

す
る
に
あ
た
り
、
試
験
放
送
を
行

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
承
知

お
き
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ

総
務
課
消
防
交
通
係

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
１

○
健
康
相
談
窓
口（
放
射
線
）の
設
置

県
北
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
大
田
原
市
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

☎
０
２
８
７―

２
２―
２
２
５
７

○
罹
災
証
明
書
の
発
行

　

地
震
等
で
家
屋
に
被
害
が
発
生

し
た
方
で
地
震
保
険
等
の
申
請
を

す
る
た
め
「
罹
災
証
明
書
」
が
必

要
な
方
は
、
印
鑑
を
持
参
の
上
、

税
務
課
・
総
合
窓
口
課
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

○
家
屋
の
固
定
資
産
の
減
税

　

今
回
の
地
震
で
当
該
家
屋
の
価

格
の
10
分
の
２
以
上
の
被
害
受
け

た
方
は
、
段
階
に
応
じ
て
固
定
資

産
税
の
減
税
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
（
税
務
課
）

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
２
０

○
停
電
時
の
窓
口
業
務
一
部
停
止

　

計
画
停
電
時
は
戸
籍
の
発
行
は

行
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
住
民
票
・

印
鑑
証
明
等
の
発
行
は
お
時
間
を

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
川
庁
舎
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
の
発
行
が
中
止
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
（
住
民
生
活
課
）

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
２

地
震
被
害
情
報

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ―

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た

地
震
直
後
、
校
庭
へ
避
難
し
た

馬
頭
小
学
校
の
児
童
た
ち

緊急地震速報

気象警報

弾道ミサイル情報

消　防　庁 那 珂 川 町

人口衛星

CATV音声告知放送システム

※この他に発信される情報
は、「震度速報」「気象注意
報」「大規模テロ情報」「火
山噴火警報」等があります。

CATV加入者宅に設置してある
音声告知放送端末

J－ALERTの概要図



広報なかがわ　平成23年４月10日 4

　

那
珂
川
町
の
平
成
23
年
度
予
算

は
、
町
総
合
振
興
計
画
の
後
期
計

画
初
年
度
と
し
て
、「
豊
か
な
自

然
と
文
化
に
は
ぐ
く
ま
れ
、
や
さ

し
さ
と
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く

り
」
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
計

画
の
着
実
な
実
現
を
目
指
し
、
長

引
く
景
気
低
迷
に
対
応
し
た
景

気
・
雇
用
対
策
を
図
り
な
が
ら
、

効
果
的
・
効
率
的
な
運
用
を
基
本

に
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
予
算

は
、
80
億
円
と
な
り
、
前
年
度
予

算
に
対
し
、
５
億
円
の
増
（
６
・

７
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

主
な
要
因
は
、
町
営
バ
ス
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
が
廃

止
と
な
る
こ
と
や
、
街
な
み
環
境

整
備
事
業
の
完
了
、
国
民
健
康
保

平成23年度
一般会計予算額

80億円

　歳入の構成については、大きく分けて自主財源（町税
や使用料、手数料など町独自でまかなえるもの）と依存
財源（地方交付税、国・県支出金、町の借金である町債
等）の２つに分けられます。
　自主財源は、町の主力財源である町税をはじめ、各種
負担金や使用料も減少傾向にあるため、より一層の課
税客体の的確な把握に努めるとともに、財政調整基金、
地域振興基金等の基金を充当しています。
　また、依存財源においては、林業・木材産業構造改革
事業など補助事業の取組により、国庫支出金や県支出
金が増額となりますが、国のいわゆるエコカー減税制
度により地方譲与税や自動車取得税交付金等が減額と
なりました。町債については、充当事業の厳選に努め、
将来の財政負担に支障が少ない過疎対策事業債、合併
特例債を活用することとし、財源補てんのための臨時
財政対策債は、国の平成23年度地方財政計画による前
年度比20％減を受けて、減額計上いたしました。
　一般会計予算を財源別に見てみると、自主財源は、
29億1,443万円で、構成比は36.4％となっています。
自主財源の中心となる町税は、18億3,501万円で歳入
全体の22.9％となっています。また、依存財源は50億
8,557万円で、構成比は、63.6％となっています。依
存財源の核となる地方交付税は、29億円で歳入全体の
36.3％を占めています。

自主財源は全体予算の36.4％に
歳入歳入
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険
税
の
改
定
に
よ
る
特
別
会
計
繰

出
金
、
公
債
費
等
が
減
額
と
な
る

一
方
、
南
那
須
地
区
広
域
行
政
事

務
組
合
消
防
組
織
の
再
編
に
伴
う

負
担
金
や
、
廃
校
と
な
っ
た
旧
馬

頭
東
中
、
旧
谷
川
小
学
校
へ
の
企

業
誘
致
に
伴
う
事
業
費
へ
の
補
助

を
計
上
し
た
こ
と
に
よ
り
増
額
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

　歳出については、行財政改革の本旨を念頭に一般行政経費の一
層の節減に努め、財政の健全化の確保に配慮しながらも、総合振
興計画の具現化に向けて事業を導入することとし、魅力ある地域
社会の形成を進めるため、多様化する各種事務事業の対応を図る
こととしました。
　民生費の主なものは、こども手当支給事業費や旧谷川小学校に
新たに開所する介護福祉施設への補助金、後期高齢者医療費や介
護保険特別会計繰出金のほか、福祉サービスなどの経費です。
　公債費は、臨時財政対策債や過疎対策事業債などの町債の元金
及び利子の支払に関する経費です。
　総務費の主なものは、ＪＲ常野線廃止に伴い、新たに運行する
馬頭烏山線運行経費や、ケーブルテレビ事業特別会計繰出金のほ
か、戸籍、税務など町を運営する全般的な経費です。
　教育費の主なものは、スクールバス配備の充実、コンピュー
ター教育の推進など小・中学校の運営に係るものや、新たに発足
した総合型地域スポーツクラブ、11月に開催する全国スポーツ
レクリエーション祭の経費など、生涯学習に関する経費です。
　このほか、衛生費は、新たに実施する子宮頸がん
等の予防接種や健康診断、ごみ処理などの経費、農
林水産業費は、農業委員会や農林業の振興のほか、
旧馬頭東中学校に整備する林業・木材産業構造改革
事業費、土木費は、道路や住宅などの経費、消防費
は、ケーブルテレビ通信網を活用して整備する屋外
拡声装置整備費のほか、消防や火災予防の経費など
です。
　歳出の性質別内訳は、建設事業費などの投資的経
費と人件費や物件費などの消費的経費、公債費など
のその他の経費の３つに分けることができます。投
資的経費は、6億5,485万円で、構成比は8.2％、消
費的経費は、50億6,521万円で、構成比は63.3％
となりました。また、その他の経費は、22億7,994
万円で、構成比は28.5％となっています。

投資的経費は8.2％に

●人や物が安全でスムーズに行き交うまち

●豊かな自然のなかでだれもが健康で生活できるまち

●魅力ある地域資源のネットワークにより人がにぎわうまち

●地方分権に対応した行財政改革と住民自治が確立したまち

まちの将来像

歳出歳出

に
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平成２３年度予算の主要施策（一般会計）
安全・快適なユニバーサルデザインのまちづくり安全・快適なユニバーサルデザインのまちづくり安全・快適なユニバーサルデザインのまちづくり

笑顔あふれる元気で心あたたかなまちづくり笑顔あふれる元気で心あたたかなまちづくり笑顔あふれる元気で心あたたかなまちづくり

人を育て未来を拓くまちづくり人を育て未来を拓くまちづくり人を育て未来を拓くまちづくり

人がにぎわい活力あるまちづくり人がにぎわい活力あるまちづくり人がにぎわい活力あるまちづくり

○町道新設改良事業 １１１，３５７千円
○地方道路交付金事業 ４０，５１９千円
○デマンド交通運行事業 １５，６５１千円
○馬頭烏山線運行事業 〔新規〕 １１，８００千円
○消防施設整備事業費 １２８，４９７千円
○消防庁舎整備事業費負担金［新規］ ２００，０００千円

○予防接種事業 〔拡充〕　　　　　 ４１，９１５千円
○介護福祉施設等整備事業 〔新規〕 ６０，０００千円
○障害者福祉サービス事業費　　 １６０，２４３千円
○こども手当支給事業 〔拡充〕　 ３４６，１２７千円
○放課後児童クラブ運営事業〔拡充〕 １１，０２４千円

○小・中学校教育振興事業 ３０，０８０千円
○スポーツ振興事業 〔拡充〕 １０，８３７千円
○国際交流事業 ５，１８３千円

○農業振興事業 １２，３５７千円
○農地・水・環境保全向上対策事業　 ４，２０１千円
○県単農業農村整備事業 〔一部新規〕 ４０，０００千円
○林業・木材産業構造改革事業 〔新規〕 ２４５，０００千円
○緊急地域雇用創出特別交付金事業 ２３，６２６千円
○中小企業振興資金事業 １２４，５５４千円

豊かな自然と共生するまちづくり豊かな自然と共生するまちづくり豊かな自然と共生するまちづくり

○し尿処理対策事業 ４７，９７２千円
○ごみ収集対策事業 １５６，１４７千円

改革への道改革への道改革への道

○協働によるまちづくり推進事業　　　　 ５００千円
○学官連携事業　　　　　　 ７４４千円

まちづくりの３大重点プロジェクトまちづくりの３大重点プロジェクトまちづくりの３大重点プロジェクト

○自然・環境との共生推進事業　　 １３，４０２千円

デマンド交通 新たに整備される林業施設＝旧馬頭東中学校

太陽光発電施設

介護福祉施設＝旧谷川小学校
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一般会計・特別会計・企業会計予算額（前年との比較） （単位：千円・％）

町民１人当たりの目的別予算額（平成２３年３月１日現在人口　19,100人）

財政用語の説明

（単位：円）

会計区分
項　　目 平成23年度 平成22年度 比較増減 対前年度比率

一　　　般　　　会　　　計

特　
　
別　
　
会　
　
計

企
業
会
計

ケーブルテレビ事 業
国 民 健 康 保 険
老 人 保 健
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
下 水 道 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業
簡 易 水 道 事 業
　 計 　
上　水　道  （支出計）
東部簡易水道  （支出計）
　 計 　
総　　　　　　　計

 8,000,000 7,500,000 500,000 6.7
 370,000 315,000 55,000 17.5
 2,053,000 2,043,000 10,000 0.5
 0 1,000 △ 1,000    皆減
 173,000 192,000 △ 19,000 △ 9.9
 1,290,000 1,210,000 80,000 6.6
 321,000 335,000 △ 14,000 △ 4.2
 46,000 45,000 1,000 2.2
 176,000 157,000 19,000 12.1
 4,429,000 4,298,000 131,000 3.0
 316,330 243,130 73,200 30.1
 132,430 97,980 34,450 35.2
 448,760 341,110 107,650 31.6
 12,877,760 12,139,110 738,650 6.1

議会費 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 商工費

土木費 消防費 教育費 災害復旧費 公債費 予備費

合 計

6,307 52,212 105,590 35,051 29,135 15,585

262
418,850

56,618151,36937,57229,148

財 政 用 語

自 主 財 源

依 存 財 源

地 方 交 付 税

過疎対策事業債

合併特例事業債

臨時財政対策債

投 資 的 経 費

消 費 的 経 費

その他の経費

財　政　用　語　の　説　明
町が自主的に収入できる財源のことで、町税、分担金及び負担金、使用料、手数料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越
金、諸収入など
国や県の基準に基づき交付されたり、割り当てられたりする町の収入。地方交付税、地方譲与税、国庫支出金、県支
出金、地方債など
国税のうち所得税、法人税、酒税、消費税及びたばこ税の一定割合を地方公共団体が等しく事務を遂行できるよう一
定の基準で国が交付する税
過疎地域自立促進計画に基づき実施される建設事業等に充てられる起債であり、元利償還金の７割が交付税措置さ
れる有利な起債
合併後の市町村の一体性の速やかな確立、均衡ある発展及び施設の統合等のための建設事業に充てる起債であ
り、元利償還金の７割が交付税措置される有利な起債
町の財源不足を補てんするため、特例的に認められる地方債。従来はこの財源不足を補てんするため交付税として
町に配分されてきたが、平成13年度からは町が直接借り入れる方式に切替えられたもので、この元利償還金は後年
度交付税措置され、いわば交付税の肩代わりと言えるもの。
その支出の効果が資本形成に向けられ、施設等がストックとして将来に残るものに支出される経費。道路、橋りょう、
公園、学校などの建設や大規模修繕など
人件費、扶助費、物件費、維持修繕費、負担金補助及び交付金等で、その経費の支出効果がその年度限り又は極めて
短期的に終わるものをいい、後年度に形を残さない性質の経費

公債費、積立金、投資及び出資金、貸付金、繰出金など
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アメリカ
ホースヘッズ村

海
外
体
験
学
習
報
告

海
外
体
験
学
習
報
告

ウェルカムパーティーの風景

　

平
成
22
年
度
町
青
少
年
海

外
体
験
学
習
は
、
３
月
11
日
か

ら
22
日
ま
で
の
12
日
間
、
米
国

ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
な
ど
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

今
回
で
18
回
目
の
訪
問
と
な

り
、
菊
池
明
美
団
長
ほ
か
生
徒

12
人
（
馬
頭
中
７
人
、
小
川
中

４
人
、
さ
く
ら
清
修
高
１
人
）

と
事
務
局
２
人
の
総
勢
15
人
の

訪
問
団
は
、
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
滞

在
で
の
８
日
間
を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

家
族
と
過
ご
し
、
ア
メ
リ
カ
の

家
庭
や
学
校
生
活
を
肌
で
感
じ

て
き
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
の
感
動

や
関
係
者
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
生
徒
の
感
想
と
写
真
を
と
お

し
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

平成22年度 青少年海外体験学習事業日程表

月　日 地　 名 日　　　　 程

３／１１（金）

３／１２（土）

３／１３（日）
３／１４（月）
３／１５（火）
３／１６（水）
３／１７（木）
３／１８（金）

３／１９（土）

３／２０（日）
３／２１（月）

３／２２（火）

山村開発センター集合
成田発

ニューヨーク
ホースヘッズ村

ニューヨーク

成田着
山村開発センター解散

ニューヨーク発（機中泊）

ホースヘッズ村

山村開発センター　⇒　成田空港　⇒　ニューヨーク空港

ニューヨーク　⇒　ホーズヘッズ村（ホームスティ）

ピザ作り体験、ウェルカムディナー
ホストファミリーと一緒に登下校・授業参加、スポーツナイト
コーニングガラス博物館　ハンズオンガラス工芸体験ほか
ホストファミリーと一緒に登下校・授業参加（日本文化紹介）
メイプルシロップの森、コーネルジョンソン博物館見学

ホースヘッズ村　⇒　ニューヨーク（移動）
タイムズスクエア（ショッピング）

ホストファミリーと一緒に登下校・授業参加、ありがとうパーティ

ニューヨーク市内見学（自由の女神、グランドゼロほか）
ＮＹホテル　⇒　ニューヨーク空港　⇒　成田空港

成田空港　⇒　山村開発センター
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ウェルカムパーティーで英語スピーチ地元のテレビ局にインタビューされる

　

僕
の
ホ
ー
ス
ヘッ
ズ
村
で
の
思
い
出
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。１
つ
目
は
、
家
族

と
話
を
し
た
こ
と
で
す
。
家
族
の
人
達
は
簡
単
な
英
語
で
話
し
て
く
れ
た
り
、

僕
達
が
分
か
ら
な
い
言
葉
が
あ
る
と
辞
書
で
調
べ
て
く
れ
た
り
し
て
、
と
て
も

優
し
か
っ
た
で
す
。２
つ
目
は
学
校
へ
行
っ
た
こ
と
で
す
。
僕
達
は
高
校
へ
行
き
ま

し
た
。ア
メ
リ
カ
の
学
校
は
、
積
極
的
に
発
言
し
た
り
、
取
り
組
ん
だ
り
し
て
い

ま
し
た
。一
番
お
ど
ろ
い
た
の
は
授
業
で
ア
メ
や
ガ
ム
を
食
べ
て
い
た
こ
と
で
す
。

日
本
と
の
違
い
を
感
じ
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
い
12
日
間
で
し
た
。

　

ホ
ー
ス
ヘッ
ズ
村
で
は
日
本
と
の
違
い
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
り
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
の
思
い
出
も
出
来
ま
し
た
。

　

１
番
の
思
い
出
は
、
楽
し
く
会
話
が
出
来
た
こ
と
で
す
。で
も
、
最
初
は
話

す
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
校
に
行
っ
た
時
は
、い
ろ
ん
な
人

が
日
本
語
で
も
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
て
、
積
極
的
に
話
し
か
け
て
き
て
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
最
後
の
授
業
の
理
科
が
終
わ
っ
た
時
に
、
私
た
ち
の
所
に
集
ま
っ
て

き
て
、
笑
い
な
が
ら
日
本
語
な
ど
で
楽
し
く
会
話
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。こ

の
体
験
で「
積
極
的
に
、
は
っ
き
り
と
」
が
生
活
す
る
の
に
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
の
ホ
ー
ス
ヘッ
ズ
で
の
思
い
出
は
、
学
校
に
行
っ
た
こ
と
と
、
夕
食
後
の
家
族

と
の
話
で
す
。ア
メ
リ
カ
の
学
校
は
自
分
の
好
き
な
教
科
を
選
ん
で
授
業
を
受

け
る
こ
と
が
驚
き
ま
し
た
。
昼
食
も
好
き
な
も
の
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
日
本
で
も
こ
の
授
業
の
仕
方
や
昼
食
の
こ
と
を
取
り
入
れ
た
方
が
い
い
と
思

い
ま
し
た
。
夕
食
後
の
話
は
、
家
族
の
み
ん
な
で
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
、
今
日
の

出
来
事
や
ジ
ョ
ー
ク
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。こ
の
話
を
通
し
て
、
家
族
と
の
絆
が

よ
り
深
ま
り
、
と
て
も
い
い
こ
と
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。こ
の
事
業
で
学
ん
だ
こ

と
を
こ
れ
か
ら
十
分
に
い
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
の一番
の
思
い
出
は
、ス
ポ
ー
ツ
ナ
イ
ト
で
す
。ス
ポ
ー
ツ
ナ
イ
ト
で
は
、ホ
ー

ム
ス
テ
イ
家
族
や
、
事
業
に
関
係
す
る
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
３
時
間
位
一
緒
に
運

動
を
し
ま
し
た
。こ
の
時
間
は
年
齢
・
性
別
関
係
な
く
、
自
分
の
好
き
な
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。９
才

の
子
か
ら
18
才
の
高
校
生
ま
で
17
人
で
行
い
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
く
、３
時

間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。バ
ス
ケ
ッ
ト
の
他
に
も
、
ド
ッ
チ

ボ
ー
ル
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
い
る
家
族
と
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
仲
良
く
な
る
こ
と
が
出
来
て
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

小堀　聖矢さん（大内）
馬頭中３年

近藤　有紀さん（矢又）
馬頭中３年

笹沼　郁未さん（小砂）
馬頭中３年

末吉　晴香さん（小砂）
馬頭中３年

現地の中学校の音楽室でヴィニーさんにピザ作りを教わる
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ホームステイ家族のベラーディ家の皆さんと

カーターさんの家族と一緒に

ニューヨークに向かう飛行機内

高校の体育授業参加

　

私
が
、
今
回
の
事
業
で
一
番
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
の
は
、ホ
ー
ス
ヘッ
ズ
村
の

方
々
が
準
備
し
て
く
れ
た
ウ
ェル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。
ま
だ
、ア
メ
リ
カ
に
着

い
た
ば
か
り
で
不
安
だ
っ
た
私
た
ち
に
対
し
て
、ホ
ー
ス
ヘッ
ズ
村
の
方
々
は
、
本

当
に
や
さ
し
く
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
英
会
話
が
全
く
で
き
な
い

私
で
も
、
わ
か
り
や
す
く
話
し
て
く
だ
さ
り
、
少
し
ず
つ
英
語
で
話
し
て
い
る

内
容
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。ホ
ー
ス
ヘッ
ズ
で
過
ご
し
た

１
週
間
は
、
と
て
も
い
い
体
験
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
体
験
を
活
か
せ
る
よ
う
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

僕
は
ゴ
ー
ル
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。
16
歳
の
マ
イ
ク
は
、
那
珂
川
町

を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
少
し
日
本
語
を
話
す
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
会
話
に

対
す
る
不
安
は
す
ぐ
に
消
え
て
、
と
て
も
楽
し
い
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
な
り
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
家
の
皆
さ
ん
と
、
ト
ラ
ン
プ
、ウ
ノ
、
Wii
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
し
て
、
た
く
さ

ん
遊
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
英
語
に
慣
れ
て
く
る
と
、
家
族
と
話
す
こ
と
が
楽

し
く
な
り
、
僕
か
ら
質
問
す
る
こ
と
も
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
語
と
英
語
の
会
話
を
通
し
て
、
お
互
い
に
分
か
り
合
う
こ
と
が
で
き
、

こ
の
交
流
は
僕
に
と
って
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

僕
が
こ
の
ホ
ー
ス
ヘッ
ズ
村
で
の
生
活
で
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
何
と

言
っ
て
も
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
生
活
で
す
。
初
め
て
の
ア
メ
リ
カ
、
初
め
て
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
し
た
が
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
が
、
と
て
も
優
し
く
、

言
葉
が
通
じ
な
い
時
も
根
気
強
く
僕
に
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
食
事
や
ス
ポ
ー

ツ
ナ
イ
ト
、
学
校
生
活
な
ど
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
し
た
時
間
は
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
本
当
に
良
い
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
来
れ
ば
、

も
う
一度
ホ
ー
ス
ヘッ
ズ
村
に
行
き
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
会
って
み
た
い
で
す
。

　

私
は
こ
の
事
業
を
通
し
て
日
常
で
は
学
べ
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
家
族
の
皆
さ
ん
は
と
て
も
優
し
く
、
言
葉
が
通
じ
な
い
と

き
は
、
辞
書
を
使
っ
て
調
べ
て
く
れ
た
り
、
体
調
が
悪
か
っ
た
と
き
に
、
気
遣
っ
て

く
れ
た
り
し
ま
し
た
。
言
葉
の
壁
を
超
え
た
人
の
心
の
温
か
さ
に
感
動
し
ま
し

た
。

　

こ
の
事
業
を
支
え
て
下
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
す
る
と
同
時
に
ア
メ
リ
カ
で
学
ん

で
き
た
こ
と
を
家
族
や
友
だ
ち
な
ど
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

益子香緒理さん（大山田下郷）
馬頭中３年

横山　裕一さん（小砂）
馬頭中３年

渡辺　裕斗さん（富山）
馬頭中３年

佐藤　桃香さん（白久）
小川中３年
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今回もお世話になったヴィニーズピザ

ホームステイ先のジェーンさんと一緒に自由の女神の前で

　

私
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
ケ
ニ
ー
家
は
、
と
て
も
に
ぎ
や
か
な
５
人
家
族
で

す
。
長
女
の
エ
リ
ン
や
次
女
の
リ
デ
ィ
ア
、
末
っ
子
の
イ
ー
サ
ン
た
ち
と
過
ご
し
た

時
間
は
、一人
っ
子
の
私
に
と
って
、
と
て
も
楽
し
く
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
言
葉
が
分
か
ら
ず
何
度
も
不
安
に
な
り
ま
し
た
が
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
を
積
極
的
に
と
っ
て
い
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
お
互
い
に
気
持
ち
が
伝
わ
っ

た
と
き
は
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
、
自
分
の
気
持

ち
を
相
手
に
伝
え
よ
う
と
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
、こ
の
事
業
を
通
し
て

改
め
て
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、

シ
ョッ
ピ
ン
グ
を
し
た
り
、
学
校
に
行
っ
た
り
し
て
、
本
当
の
家
族
の
よ
う
に
接
し

て
い
た
だ
き
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。ア
メ
リ
カ
に
出
発
す
る
前
に
僕
が一番

心
配
し
て
い
た
英
会
話
も
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
が
必
死
に
理
解
し
よ
う

と
し
て
く
れ
た
の
で
、
安
心
し
て
話
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
カ
ー
タ
ー
は
、
那
珂
川
町
を
訪
問
す
る
予
定
な
の
で
、「
こ
の
英
語
を
日

本
語
で
は
？
」
と
た
く
さ
ん
質
問
さ
れ
ま
し
た
。６
月
に
日
本
で
ま
た
会
え
る

と
思
う
と
、
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
最
後
に
海
外
体
験
学
習
は
、
と
て
も
楽
し

い
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
が
一
番
驚
い
た
こ
と
は
、
学
校
の
リ
ズ
ム
が
日
本
と
違
う
こ
と
で
す
。ア
メ
リ

カ
で
は
制
服
は
な
く
、
私
服
で
過
ご
し
、
先
生
が
教
室
を
移
動
す
る
の
で
は
な
く
、

生
徒
が
移
動
し
て
授
業
を
行
う
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
外
国
語

と
し
て
、フ
ラ
ン
ス
語
や
ス
ペ
イ
ン
語
を
習
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

私
が
通
っ
た
学
校
は
、ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
で
し
た
。
生
徒
は
み
な
元
気
で
、
日
本
語

を
使
い
な
が
ら
、
私
に
親
切
に
接
し
て
く
れ
て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

私
は
今
回
の
経
験
で
、
日
本
人
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
日
本
語
を
話
せ

る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ぜ
ひ
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
過
ご
し
た
12
日
間
は
、
毎
日
が
と
て
も
刺
激
的
で
し
た
。
特
に

学
校
生
活
は
日
本
と
の
違
い
を
よ
り
強
く
感
じ
ま
し
た
。
学
校
は
と
て
も
広
く
、

移
動
が
大
変
で
し
た
。
ま
た
、
授
業
は
お
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
受
け
て
い
ま
す
。

で
も
、み
ん
な
真
剣
に
授
業
を
受
け
て
い
て
、
積
極
的
に
自
分
の
意
見
を
言
っ
た

り
、
質
問
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
一
番
の
思
い
出
は
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
し
た
こ
と
で
す
。
最
初
は
と
て

も
気
を
遣
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、一
緒
に
遊
ぶ
う
ち
に
、
本
当
の
家
族
の
よ
う

に
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
て
、
ま
た
、ホ
ー
ス
ヘッ

ズ
に
行
き
た
い
で
す
。

関谷　美希さん（三輪）
小川中３年

髙瀬　歩さん（谷田）
小川中３年

髙梨　翔太さん（東戸田）
小川中３年

吉成　志帆さん（馬頭）
さくら清修高２年
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平成23年度
那珂川町職員配置一覧
４月１日付けの人事異動に伴い、
職員の配置が変わりました。

※異動（新採用者含む）があった
　職員は青字、○印は昇任者

総務課   ☎92－1111
課長 益子　　実
課長補佐 長谷川幸子
●行政係
　係長 岩村　房行
　課付係長 加藤　啓子
　課付係長　 ○金子　洋子
　主査　　　 　藤田　寿彦
●管財係
　係長　　　　　 　佐藤　裕之
　主事　　　　　　 菊地　宏明
　主任事務員　　　 小瀧　　忠
●消防交通係
　係長　　　　　　 小松　重隆
　主査　　　　　　 高野　曜路
　主事　　　　　　 藤田　智大
※広域行政事務組合派遣
　課付課長　　　　 高野　　正
　課付主幹　　　 ○鈴木　雄一
　課付係長　　　 　大野　博幸
　課付主査　　　 　佐藤　康隆
※栃木県県民文化課派遣
　課付係長　　　 ○谷田　克彦

税務課   ☎92－1120
課長　　　　　　　 川俣　勇也
課長補佐　　　　　 荒巻　弘子
課長補佐（管理収税担当）
　　　　　 藤田　善久
●管理収税係
　係長　　　　　　 小高　誠一
　主査　　　　　 　鈴木　浩史
　主査　　　　　　 仲野谷智子
●課税係
　係長　　　　　 　屋代　真一
　課付係長　　　 ○小室みどり
　主査　　　　　　 田邊　康行
　主事　　　　　　 田所　　恵
　主事　　　　　 ○福嶋　雅俊
　主事補　　　　 　阿久津康史
※県協働徴収組織派遣
　主事　　　　　 　奈良　大輔

商工観光課   ☎92－1116
課長　　　　　　　高野　麻男
課長補佐兼商工係長 ○高林　伸栄
●商工係
　課付係長　　　　木村　　広
　主査　　　　　○大森　祐城
●観光係
　係長　ケビン　ブラックバーン
　主査　　　　　　藤田　洋美

健康福祉課   ☎92－1119
課長　　　　　　　 郡司　正幸
課長補佐　　　　　 薄井　健一
課長補佐（精神保健担当）
　　　　　　　　　 大野喜久江
●社会福祉係
　係長　　　　　　 小松　悦子
　課付係長　　　　 屋代　正子
　課付係長　　　　 渋谷　直樹
　主事　　　　　　 鈴木美裕紀
　主事　　　　　 ○小川　将照
　保育士　　　　　 高野　路康
●高齢福祉係
　係長　　　　　　 小室　利雄
　主査　　　　　　 石井　美帆
　主査　　　　　　 豊田　博之
　主査　　　　　 ○今泉美津子

馬頭健康管理センター
☎92－1188

課付課長兼所長　 ○小室金代志
●健康増進係
　係長　　　　　 　網野　幸恵
　保健師　　　　 　磯野　律子
　保健師　　　　 　高橋　麻紀
　保健師　　　　 　嶋田　奈津
　主任看護師　　 　益子きよ子

地域包括支援センター
（小川総合福祉センター）

☎92－1119

課長補佐　　　　　 山口　　守
課長補佐　　　　　 秋元千代子
主任保健師　　　　 益子　利枝
主任看護師　　　　 小山田智子
社会福祉士　　　　 立川　正史

住民生活課   ☎92－1112
課長　　　　　　　 手塚　孝則
主幹兼課長補佐　 ○川崎　　輝
課長補佐兼生活環境係長
　　　　　　　　　 江口　義男
●戸籍住民係
　係長　　　　　　 深沢加代子
　課付係長　　　 ○石井　里子
　主査　　　　　 　高野　　恵
　主事補　　　　 　桐花　　瞳
●保険年金係
　係長　　　　　 　熊田　則昭
　課付係長　　　 ○長家佳奈子
　主査　　　　　　 大金　典彦
　主事　　　　　 ○藤澤　祐紀
●生活環境係
　主査　　　　　　 磯野　　大
※後期高齢者医療広域連合派遣
　課付係長　　　 ○齋藤　　収

会計課   ☎92－1117
会計管理者兼課長 　鈴木　吉美
主幹兼課長補佐　 ○星　　　聡
●会計係
　係長　　　　　　 藤田　悦子
　主査　　　　　　 佐藤　　武

企画財政課   ☎92－1114
課長　　　　　　　 藤田　悦男
課長補佐　　　　　 佐藤　美彦
課長補佐（地域振興担当）
　　　　　　　　　 井上　　彰
課長補佐兼情報管理係長
　　　　　　　　 ○大武　　勝
●企画調整係
　係長　　　　　　 板橋　文子
　主事　　　　　　 露久保　一
●財政係
　係長　　　　　　 深澤　昌美
　主査　　　　　　 小高　博史
●広報広聴係
　係長　　　　　　 薄井　和夫
　主事　　　　　　 高野　愛子
●情報管理係
　主査　　　　　　 永森　　強

新
任
・
新
規
採
用
職
員
で
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

井上　　彰井上　　彰
（企画財政課）（企画財政課）
※栃木県より派遣※栃木県より派遣

藤田　智大藤田　智大
（総務課）（総務課）

阿久津　康史阿久津　康史
（税務課）（税務課）

井上　　彰
（企画財政課）
※栃木県より派遣

藤田　智大
（総務課）

阿久津　康史
（税務課）
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馬頭中央保育園  ☎92－2202
主幹兼園長　　　　 薄井　啓江
主任保育士　　　　 鈴木　薫子
主任保育士　　　　 小幡　典子
主任保育士　　　　 岡　てる子
主任保育士　　　　 永森あつ子
主任保育士　　　　 高橋　和子
保育士　　　　　　 伊藤由紀子
保育士　　　　　　 佐藤　希美
保育士　　　　　　 菊池　千穂
保育士　　　　　　 大高　有加
保育士　　　　　　 豊田裕香子
主任調理員　　　　 佐藤　久江
調理員　　　　　　 豊田　文子
調理員　　　　　　 高野美代子

子育て支援センターわかあゆ
☎96－5223

課長補佐　　　　　 高野　純子

ケーブルテレビ放送センター
☎92－1121

室長　　　　　　 ○増子　定徳
室長補佐　　　　 　笹沼　公一
●放送技術係
　係長　　　　　　 大橋　裕一
　主事　　　　　 ○福田　貴行
　主事補　　　　　 星　　晴奈
●管理通信係
　係長　　　　　　 吉住　二郎
　課付係長　　　 ○星　　善浩

環境総合推進室
☎92－1110

室長　　　　　　　 星　　康美
室長補佐兼環境推進係長
　　　　　　　　　 沼田　一也
●環境推進係
　課付係長　　　　 加藤美智子
　主事　　　　　　 佐藤　禎晃

建設課   ☎92－1118
課長　　　　　　○秋元　彦丈
課長補佐　　　　　大金　　清
課長補佐（地籍調査担当）
　　　　　　　　　坂尾　一美
課長補佐兼土木建築係長
　　　　　　　　　田代　喜好
●管理係
　係長　　　　　　笠井　真一
　課付係長　　　○杉本　　篤
　主査　　　　　　竹川久美子
　主査　　　　　　田代　敏樹
●土木建築係
　主査　　　　　　橋本　秀一
　主査　　　　　　川上　　浩
　主査　　　　　　長山　康志
●地籍調査係
　係長　　　　　　薄井　　亮
　主事　　　　　　笹沼　正嗣
　主事　　　　　　星　　孝範

上下水道課   ☎92－2002
課長　　　　　　　 塚原　富太
課長補佐　　　　　 鈴木　真也
課長補佐兼業務係長
　　　　　　　　 ○菊池　政広
課長補佐兼水道係長
　　　　　　　　 ○関根　　了
課長補佐兼下水道係長
　　　　　　　　 ○栗田　利行
●業務係
　課付係長　　　 　藤浪　京子
●水道係
　課付係長　　　 　佐藤　郁夫
　課付係長　　　 ○加藤　博行
　主査　　　　　 　川上　昌之
　主任技術員　　 　菊池　一彦
●下水道係
　課付係長　　　 ○横山　和則
　主事　　　　　 　菊地　智哉

馬頭南保育園  ☎92－5480
園長　　　　　　 ○平山　好子
主任保育士　　　 　菊池　幸子
主任保育士　　　 　薄井　正子
保育士　　　　　 　天沼　久恵
保育士　　　　　 　長谷川文香
主任調理員　　　 　堀江　都子

児童館   ☎96－3109
主任保育士　　　　 大森　尚美

農林振興課   ☎92－1113
課長　　　　　　　 山本　　勇
課付課長（農業委員会事務局長併任）
　　　　　 ○秋元　誠一
課長補佐　　　　 　穴山喜一郎
課長補佐（農林整備担当）
　　　　　 桑野　恒夫
●農政係
　係長　　　　　　 大森　親久
　主査　　　　　　 仲野谷智弘
　主査　　　　　　 小室　達夫
●農林整備係
　係長　　　　　　 益子　泰浩
　主査　　　　　　 久保寺康之
　主事　　　　　 大金　倫子
●農地調整係（農業委員会事務局併任）
 係長　　　　　　坂尾　三穂
 課付係長　　　　笠井智恵子

大内保育園   ☎92－2557
主幹兼園長　　　 ○鈴木　葉子
主任保育士　　　 　高野　弥生
主任保育士　　　 　大金　浩子
主任保育士　　　 　薄井　隆子
保育士　　　　　 　高瀬　　弘
主任調理員　　　 　大野　光江

わかあゆ保育園 ☎96－5221
主幹兼園長　　　　 桑野　康子
課長補佐　　　　　 菊池　園江
主任保育士　　　　 郡司みき子
主任保育士　　　　 大金佳代子
主任保育士　　　　 大武　淳子
主任保育士　　　　 佐藤　泰子
主任保育士　　　　 川上　清美
保育士　　　　　　 久保居厚子
保育士　　　　　　 加藤　剛史
保育士　　　　　　 小泉　　令
保育士　　　　　　 安波佐由加
保育士　　　　　　 田代　寿樹
主任調理員　　　　 岡　　文子
調理員　　　　　　 小森美千代
調理員　　　　　　 川那子和枝

桐花　　瞳桐花　　瞳
（住民生活課）（住民生活課）

薄井　里枝薄井　里枝
（学校教育課）（学校教育課）

野上　康二野上　康二
（生涯学習課）（生涯学習課）

豊田裕香子豊田裕香子
(馬頭中央保育園)(馬頭中央保育園)

田代　寿樹田代　寿樹
(わかあゆ保育園)(わかあゆ保育園)

桐花　　瞳
（住民生活課）

薄井　里枝
（学校教育課）

野上　康二
（生涯学習課）

豊田裕香子
(馬頭中央保育園)

田代　寿樹
(わかあゆ保育園)
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議会事務局   ☎96－2112
事務局長 田村　正水
局長補佐兼庶務係長兼議事係長
 板橋　了寿
局付係長　　　　　 岩村　照恵

生涯学習課   ☎96－2116
課長　　　　　　 ○小川　一好
課長補佐　　　　　 稲澤　正広
課長補佐兼生涯学習係長
　　　　　　　　　 大森　新一
●生涯学習係
　課付係長　　　　 篠江智恵子
　主査　　　　 斉藤　貴之
　主事　　　　　　 岩村美智子
●スポーツ振興係
　係長　　　　　　 高瀬　敏之
　課付係長　　 田角　　章
　主事　　　　　　 佐藤　洋平
　主事補　　　　　 野上　康二

馬頭広重美術館  ☎92－1199
課長補佐兼館長　 ○市川　信也
課長補佐兼事務長 大金ハツイ
主任学芸員　　　　 長井　裕子
主事　　　　　　　 山﨑　宏美

馬頭公民館   ☎92－2897
課付課長兼館長　　 小川　俊介

小川庁舎総合窓口課
☎96－2111

課長　　　　　　　 薄井　　績
課長補佐　　　　　 星　　敏明
課長補佐兼総務係長
 ○北條　　清
●総務係
●町民係
　係長　　　　　　 西宮　三男
　課付係長　　　　 星　　　学
　主査　　　　　　 猪股　倫子
●福祉係
　係長　　　　　　 薄井　桂子
　主査　　　　　　 星　　裕之

学校給食センター
☎92－2049

課付課長兼所長　 ○小祝　邦之
課付係長　　　　 ○村上　明美

　佐藤佳正副町長の退任に伴
い、４月１日付で前総務課長の
佐藤良美氏が就任しました。
　なお、前副町長の佐藤佳正氏
は、栃木県教育委員会教育次長
になりました。

会計管理者兼会計課長
　　　　　　　 吉成　啓二
学校教育課付課長兼小川幼稚園長
　　　　　　　　　 鈴木　芳夫
住民生活課長　　　 阿久津　実
健康福祉課長　　　 小室　定子
総務課長　　　　　 佐藤　良美
学校教育課長　　　 荒井　和夫
健康福祉課主幹兼馬頭南保育園長
　　　　　　　　　 屋代美代子
健康福祉課主幹（地域包括支援
センター） 斎藤　三男
総務課付主幹（広域行政事務組合）
　　　 木村　　誠
学校教育課長補佐（小川中学校
兼小川小学校） 鈴木ひろ子
税務課長補佐　　　益子　広美
総合窓口課長補佐兼町民係長
　　　　　　　　　五味渕良子
馬頭中学校主任事務員
　　　　　　　　　長山　利子
わかあゆ保育園主任調理員
　　　　　　　　　國安　啓子

なす風土記の丘資料館
☎96－3366

課付係長　　　　　 岡　多恵子
主任学芸員　　　　 真保　昌弘
主査　　　　　　　 石塚　章貴

図書館
馬頭図書館 ☎92－5015
小川図書館 ☎96－2335

課長補佐兼館長　　 田所　　明
課長補佐　　 星　　文子
主任司書　　　　　 高林　和枝
主査　　　　　　　 友田　哲也
司書　　　　　　　 田代　美幸

学校教育課   ☎96－2114
課長　　　　　　 ○川和なみ子
主幹（指導主事） 小森　　厚
課長補佐　　　　　 橋本　民夫
課長補佐兼学校教育係長
　　　　　　　　 ○益子　雅浩
●学校教育係
　課付係長　　　　 齋藤　昌代
　主査　　　　　　 露久保　諭
　主事補 　　　　　薄井　里枝

ひばり幼稚園  ☎92－2301
課付課長兼園長　　 高橋　道男
教頭　　　　　　　 小泉　久美
主任教諭　　　　　 小林　順子
主任教諭　　　　　 鈴木　政江
教諭　　　　　　 戸井田真祐美

小川幼稚園   ☎96－2130
園長　　　　　　 ○高野　礼子
主任教諭　　　　 　大森美弥子
主任教諭　　　　 　佐藤　尚巳
教諭　　　　　　　 星　　将司

小学校・中学校
馬頭小学校　　　　菊地　和江
馬頭小学校　　　　益子　悦子
馬頭東小学校　　　星　　洋子
馬頭西小学校　 　  露久保雪江
小川小学校　　　　平野やい子
薬利小学校　　　　永森裕美子
小川南小学校　　　田所　悦子
馬頭中学校（課長補佐）
 ○縣　千恵子
馬頭中学校　　　　大金　恵子
小川中学校　　　　薄井美智子

○
福
祉
基
金
へ

十
万
円 

熊
田　

一
成
様
（
健
武
）

十
万
円　

 

穂
積
シ
ヅ
エ
様
（
馬
頭
）

○
図
書
館
へ

十
万
円 

藤
田　

富
司
様
（
大
内
）

図
書
「
ダ
レ
ン
・
シ
ャ
ン
」
９
冊

　
　
　

 

薄
井　

弥
早
様
（
健
武
）

図
書
「
マ
リ
ア
様
が
み
て
る
」
１
冊

 

友
田　

哲
也
様
（
馬
頭
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

八
千
円　
　

 

匿
名
（
４
３
７
回
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

二
万
円 

益
子　

和
弘
様
（
38
回
）

十
万
円　

藤
田　

富
司
様
（
大
内
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
へ

タ
オ
ル
一
〇
〇
本

　
　
　
　

湯
本　

徳
之
様
（
盛
泉
）

副町長に佐藤良美氏が就任

退 職 者

寄
贈
寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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8 7

馬
頭
中
学
校

馬
頭
中
学
校

馬
頭
中
学
校

①お母さんと一緒に
②ふたり仲良く卒園です
③別れの歌を唄う園児たち
④みんなで最後に記念撮影
⑤厳粛に卒業式に臨む卒業生
⑥在校生に笑顔で「さようなら」
⑦卒業証書を手に校歌を斉唱
⑧卒業生退場
⑨在校生の花環で送り出し
⑩卒業生一同、起立！
⑪少し緊張ぎみの園児たち
⑫元気に卒園証書を授与
⑬卒園おめでとう
⑭立派なお兄さんになって卒園です

卒
業
・
卒
園

1 2

5

6

馬
頭
北
保
育
園

馬
頭
北
保
育
園

馬
頭
北
保
育
園

3

4

ひばり幼稚園ひばり幼稚園ひばり幼稚園

12

11

小川幼稚園小川幼稚園小川幼稚園

13

14

大山田保育園大山田保育園大山田保育園

馬頭小学校馬頭小学校馬頭小学校
10

9

小川南小学校小川南小学校小川南小学校
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知
っ
て
お
き
た
い

　

  
こ
ど
も
の
お
や
つ

●
那
珂
川
町
の
お
子
さ
ん
は
む
し

歯
・
肥
満
が
多
い

　

那
珂
川
町
の
お
子
さ
ん
の
む
し

歯
の
本
数
や
、
肥
満
の
割
合
は
栃

木
県
や
全
国
と
比
べ
て
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
お

や
つ
の
と
り
方
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。

●
お
や
つ
、
な
ぜ
必
要
？

　

１
歳
に
な
る
と
、
１
日
３
回
の

食
事
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
不
足
す
る
栄
養
を
補
う
の
が
、

お
や
つ
の
目
的
で
す
。
小
さ
な
お

子
さ
ん
に
と
っ
て
お
や
つ
と
は
食

事
の
一
部
で
も
あ
り
、
楽
し
み
で

も
あ
り
ま
す
。
上
手
に
と
っ
て
、

よ
り
よ
い
成
長
を
促
し
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

●
お
子
さ
ん
の
お
や
つ
を
見
直
し

て
み
よ
う

　

お
子
さ
ん
の
お
や
つ
に
つ
い
て
、

当
て
は
ま
る
も
の
に
チ
ェ
ッ
ク
を

入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

□
お
や
つ
を
あ
げ
る
時
間
は
決

ま
っ
て
い
な
い

□
子
ど
も
が
欲
し
が
る
だ
け
あ
げ

て
い
る

□
飴
や
ガ
ム
な
ど
、
長
い
時
間
口

の
中
に
入
っ
て
い
る
も
の
を
あ
げ

る
こ
と
が
多
い

□
飲
み
物
は
ジ
ュ
ー
ス
が
多
い

□
お
や
つ
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
考

え
た
事
は
な
い

　

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
該
当
項

目
が
多
い
ほ
ど
、
肥
満
や
む
し
歯

な
ど
の
恐
れ
が
高
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
将
来
の
健
康
に
も
影
響
し

ま
す
。

　
●
お
や
つ
の
あ
げ
方
の
ポ
イ
ン
ト

【
ポ
イ
ン
ト
１
・
時
間
】

　

次
の
食
事
と
の
間
が
２
時
間
あ

く
よ
う
に
す
る

　

３
回
の
食
事
の
時
間
が
決
ま
っ

て
い
な
け
れ
ば
、
お
や
つ
の
時
間

も
決
ま
り
ま
せ
ん
。
お
や
つ
を
食

べ
す
ぎ
て
食
事
が
と
れ
な
い
、
な

ど
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

ま
ず
は
３
回
の
食
事
か
ら
規
則
正

し
く
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
ポ
イ
ン
ト
２
・
回
数
】

　

１
歳
〜
２
歳
児
は
午
前
１
回
、

午
後
１
回

　

３
歳
〜
５
歳
児
は
午
後
１
回
程

度
　

物
と
量
に
も
よ
り
ま
す
が
、
一

応
の
目
安
で
す
。
多
く
て
も
２
回

程
度
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
ポ
イ
ン
ト
３
・
内
容
と
量
】

　

１
〜
２
歳
で
１
５
０
ｋ
ｃ
ａ
ｌ

　

３
歳
以
上
で
２
０
０
ｋ
ｃ
ａ
ｌ

（
例
：
ク
ッ
キ
ー
１
枚
約
２
０
ｋ

ｃ
ａ
ｌ
、
バ
ナ
ナ
１
本
約
８
０
ｋ

ｃ
ａ
ｌ
）

　

糖
分
・
塩
分
の
少
な
い
も
の
を

あ
げ
ま
し
ょ
う

　

今
は
、
お
菓
子
の
袋
な
ど
に
カ

ロ
リ
ー
や
栄
養
成
分
が
表
示
さ
れ

て
い
る
も
の
も
多
い
の
で
、
気
を

つ
け
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
大
人
が
気
を
つ
け
る

　
「
欲
し
が
っ
て
る
の
に
あ
げ
な

い
の
は
可
哀
想
」「
足
り
な
い
の

で
は
」
な
ど
、
大
人
の
考
え
で
与

え
て
し
ま
う
こ
と
で
、
か
え
っ
て

健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
へ
の
対
応
は
統
一
し

た
方
が
良
い
の
で
、
家
族
で
話
し

合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

子育て支援センター
センターは、０歳から就学前のお子さん、お母さん、
おうちの方の交流の場です。

： 月曜日～金曜日
　　　　　  9：00～12：00
　　　　　13：00～17：00

　毎週金曜日に、保育士が手遊びやペープサート、
絵本の読み聞かせなどをします。親子で触れ合いな
がら、楽しいひと時を過ごしましょう。

５月11日（水）10：00～
　新聞紙をやぶいたり、まるめたり…親子で一緒
に楽しみましょう！!　申し込み　５月10日まで
◎飲み物とおやつを少々お持ちください。

☎0287－96－5223

４月27日（水）10：00～
　５月５日はこどもの日です。
　風にのって気持ちよさそうに泳ぐ、手
作りのこいのぼりを作ってみませんか？

申し込みは
４月25日まで
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①
シ
ャ
ワ
ー
の
使
用
時
間
を
１
日

　

１
分
短
く
す
る
。 

２
３
３
ｇ
減

②
食
器
な
ど
を
洗
う
給
湯
器
の
お

　

湯
の
温
度
を
低
く
設
定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

29
ｇ
減

③
冷
蔵
庫
の
中
に
物
を
詰
め
込
み

　

過
ぎ
な
い
。　
　
　
　

18
ｇ
減

④
出
か
け
る
と
き
や
寝
る
と
き
、

　

電
気
機
器
の
主
電
源
を
こ
ま
め

　

に
切
っ
て
、
待
機
電
力
を
節
約

　

す
る
。　
　
　
　
　
　

65
ｇ
減

⑤
暖
房
の
設
定
温
度
を
２
℃
下
げ

　

る
。　
　
　
　
　
　
　

90
ｇ
減

⑥
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
ち
歩
き
、
お

　

店
で
包
装
の
少
な
い
商
品
を
選

　

ぶ
。　
　
　
　
　

１
５
９
ｇ
減

⑦
停
車
時
に
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
る

　

な
ど
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

　

プ
を
心
が
け
る
。（
１
日
５
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
０
ｇ
減

　

環
境
省
総
合
環
境
政
策
局
環
境
計
画
課

   

「
こ
ど
も
環
境
白
書
」
よ
り
引
用

地球に優しいいろいろなこと

環境総合推進室
☎0287－92－1110

■
環
境
に
優
し
い
行
動
と
は
？

　

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
に

つ
い
て
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、

今
や
地
球
全
体
の
こ
と
と
し
て
、

関
心
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

森
や
森
林
が
な
く
な
ら
な
い
よ

う
に
、
私
た
ち
や
地
球
上
の
す
べ

て
の
生
き
物
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
、
今
、
一
人
ひ
と
り
が

自
分
で
で
き
る
こ
と
か
ら
環
境
に

優
し
い
行
動
を
始
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

■
環
境
に
優
し
い
行
動
の
実
践
例

　

み
な
さ
ん
に
も
で
き
る
環
境
に

優
し
い
行
動
の
実
践
例
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。
環
境
に
優
し
い
行

動
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

１
日
に
二
酸
化
炭
素
を
ど
れ
ぐ
ら

い
削
減
で
き
る
か
見
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
ち
な
み
に
私
た
ち
は
、

呼
吸
す
る
だ
け
で
二
酸
化
炭
素
を
、

１
日
に
１
人
当
た
り
約
８
８
０
ｇ

排
出
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
環
境
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
会
議
の
委
員
と
し
て
参
加
し

て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

２
名

■
役
割
・
活
動
内
容

　

環
境
基
本
計
画
の
実
現
に
向

け
、
次
の
４
つ
の
基
本
目
標
に
つ

い
て
、
地
域
住
民
、
事
業
者
、
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
協
議
し
、
そ

の
実
践
活
動
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

①
美
し
い
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち

　
（
自
然
環
境
）

②
潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち　

　
（
生
活
環
境
、
快
適
環
境
）

③
循
環
型
社
会
を
目
指
す
ま
ち　

　
（
地
球
環
境
、
資
源
環
境
、
エ
ネ

　

ル
ギ
ー
）

④
環
境
に
つ
い
て
考
え
行
動
す
る

　

ま
ち
（
環
境
教
育
、
環
境
学
習
、

　

参
画
と
協
働
）

■
任
期　

委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら
平

成
25
年
３
月
31
日
ま
で

■
報
酬　

無
償

■
応
募
資
格　

応
募
時
の
年
齢
が

20
歳
以
上
65
歳
未
満
で
次
の
条
件

を
満
た
す
方

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

②
会
議
に
出
席
可
能
な
方

③
地
方
公
共
団
体
の
議
員
ま
た
は

　

常
勤
の
公
務
員
で
な
い
方

■
応
募
方
法
・
申
し
込
み

　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
環
境
総
合
推
進
室
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

※

申
込
書
は
環
境
総
合
推
進
室
で

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
入

手
で
き
ま
す
。

■
募
集
期
間　

４
月
15
日
（
金
）

〜
28 

日
（
木
）
ま
で

※

郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

■
選
考　

応
募
者
多
数
の
場
合

は
、
町
に
お
い
て
年
齢
構
成
や
意

見
等
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
選
考

し
、
決
定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

環
境
総
合
推
進
室

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
０

広報紙に広告を掲載しませんか？
掲載位置：各ページの下一段
サ　イ　ズ：縦 50㎜×横 88㎜
料　　金：２色刷　　　　　　　　１回  5,000 円～
　　　　　カラー刷（裏表紙のみ）１回 10,000 円～
　　　　　※複数月連続掲載の場合は割引あり
申込期限：掲載希望する月の初日の 40日前
　　　　　※４月 20日までに申し込まれた場合、６月号
　　　　　　から掲載可
　詳しくは企画財政課広報広聴係（☎0287－92－1114）
　までお問い合わせください。

　小口字北沢地区不法投棄現場周辺
の水質分析結果をお知らせします。
調査項目　健康項目、生活環境項目、
　　　　　その他
採水日　平成23年2月14日
　平成23年3月15日（臨時調査）
採水場所　１．周辺環境水
　　　　　①投棄地直下河川
　　　　　②小口川上流
　　　　　２．投棄現場浸出水
　　　　　③投棄地下流側観測井戸
　　　　　④投棄地内観測井戸
調査結果　周辺への汚染拡大の兆候
　　　　　は認められない。
問い合わせ　馬頭処分場整備室那珂川分室
　　　　　　　☎0287－92－1411
　　　　　　環境総合推進室
　　　　　　　☎0287－92－1110

不法投棄現場周辺の水質分析結果
（平成22年度第４回年間変動調査分

及び地震に伴う臨時調査分）

オープン！ 「ペット霊園那須烏山」 
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園
☆火葬（最新ペット専用火葬炉）完備  ◎年中無休
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備  ◎予 約 制
※小動物から超大型犬（40kg以上）
〒321-0526　那須烏山市田野倉６６０－１
　　　　　０１２０－８２－３３９１
　　　　　（代表取締役　塩野目省三）

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/

フリーダイヤル

「
那
珂
川
町
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
」
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
！
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　JFC Rivoスポーツ少年団は、
前身の小川ジュニアサッカー
クラブが昭和61年に設立し、
今年で25年目になります。
　チーム名の「Ｒｉｖｏ（リー
ヴォ）」は、イタリア語で「小
川」を意味します。合併により
小川町の名称がなくなり、小川
の名を残しつつ新しい出発を
するためにスタッフが考えて
くれました。
　小川地区とその近隣の小学
生を対象に、現在は50名近い選手が在籍しています。
　週２回の練習の他、練習試合やカップ戦、県大会な
ど、過密なスケジュールの中、選手個人の頑張りは勿
論のこと、熱血指導者・保護者の強力なサポートを得
て活動出来ています。
　近年は平成18年と22年の県大会優勝、平成20年の

の県大会ベスト８など、県内で
も指折りの好チームに成長し
てきました。
　また、同じく町内で活動する
「ＦＣアラノ」とは、期間限定
チ ー ム「那 珂 川ＦＣア ラ ー
ヴォ」を結成し、大会に参加す
るなど、チーム間交流も行って
います。
　栃木ＳＣの活動など、サッ
カーへの注目度が高まってき
ています。サッカーを頑張って

きた「キャプテン翼世代」のお父さん方、お子さんと
一緒にサッカーの楽しさを感じてみませんか。
　見学・参加希望の方は、
☎０２８７－９６－２３７０（代表：佐藤康隆）
または☎０２８７－９６－２１１６（生涯学習課）
までご連絡ください。

　平成23年２月10日に那珂川地域担い手育成総合支援協議会（事務局：那珂川町農林振興課農政係☎９２－
１１１３）が農地の貸し借りなどの仲介を行う農地利用集積円滑化団体になりました。
　農地利用集積円滑化事業とは、この農地利用集積円滑化団体が農地の貸付等の仲介を行い、地域の担い手に
面的集積することで、効率的な農地利用を目的とした事業です。

◆農地所有者代理事業
　農地利用集積円滑化団体が農用地の所有者から委任を受けて、代理で当該農用地の貸付等を行う事業です。

①農地の所有者が農地利用集積円滑化団体に耕作の引き受け手探しを委任します。
②町、農業委員会、地域の担い手と協議・調整し「受け手」を選定します。
③「受け手」が決まったら「出し手」と賃貸借契約を結びます。（利用権設定）

※戸別所得補償制度における規模拡大加算を受ける場合には、農地利用集積円滑化団体による手続きが必要と
なります。
詳しくは、那珂川町農林振興課農政係　☎９２－１１１３

農地利用集積円滑化事業がスタートします…

具体的に行う事業は…

③利用権設定

①委任契約 ②協議・調整農地の
所有者
(出し手)

農地利用
集積円滑化
団体

地域農業
の担い手
(受け手)

シリーズ『スポ少』紹介①

JFC Rivo スポーツ少年団
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ト
ラ
ク
タ
ー
唸
り
を
立
て
て
春
田
打
つ 

松　

野　
　
　
　

青
木　

俊
蓉

春
雨
に
洗
は
れ
て
木
々
目
醒
め
け
り 

小　

砂　
　
　
　

藤
田　

マ
ス

熱
燗
や
大
き
く
動
く
喉
仏 

馬　

頭　
　
　
　

塚
原　
　

廣

春
告
鳥
枝
も
と
び
き
り
陽
を
受
け
て 

久
那
瀬　
　
　
　

堀
江　

直
子

鬼

の
芽
の
馳
走
な
り
峠
茶
屋 

三　

輪　
　
　
　

永
森　

悦
子

何
も
か
も
隠
し
て
し
ま
へ
春
の
雪 

小　

川　
　
　
　

金
井　

和
子

孫
の
帰
り
来
る
刻
待
ち
て
立
つ
庭
の
梅
花
盛
り
の
匂
ひ
を
放
つ

 
盛　

泉　
　
　
　

岡　

イ
チ
エ

爆
発
の
兆
し
を
秘
め
て
雑
木
々
の
梢
ほ
の
か
な
色
に
鎮
も
る

 

和　

見　
　
　
　

藤
田　

和
夫

夫
と
吾
の
安
否
氣
遣
ふ
子
の
メ
ー
ル
に
「
元
気
、
生
き
て
る
」
と
孫
う
ち
返
す

 

馬　

頭　
　
　
　

藤
田　

文
代

雨
の
日
も
良
き
か
な
工
事
は
休
み
に
て
何
処
の
道
も
ス
イ
ス
イ
走
る

 

三　

輪　
　
　
　

石
沢
千
代
子

倹
約
を
心
が
け
れ
ば
見
え
て
来
ぬ
今
ま
で
無
駄
に
し
て
ゐ
し
も
の
が

 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

甫
子

一
瞬
に
町
が
消
え
た
る
大
災
害
召
さ
れ
し
い
の
ち
に
手
を
合
わ
せ
を
り

 

小　

川　
　
　
　

吾
妻　

洋
子

※

先
月
号
の
短
歌
の
掲
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

謹
ん
で
お
詫
び
の
上
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

平
安
の
雅
び
ほ
の
か
に
薄
布
を
ほ
ど
け
ば
女
び
な
男
び
な
の
笑
ま
い

 

吉　

田　
　
　
　

塚
原　

タ
イ

習
わ
し
も
次
第
に
変
わ
る
世
の
流
れ 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

友
子

陽
の
匂
い
た
っ
ぷ
り
吸
っ
た
床
の
夢 

大
山
田
下
郷　
　

佐
藤　

有
紀

葱
味
噌
で
空
っ
ぽ
に
し
た
炊
飯
器 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

甫
子

郷
に
入
り
郷
の
流
れ
に
逆
ら
わ
ず 

小　

川　
　
　
　

平
澤　

照
雄

握
る
手
が
平
行
線
を
交
じ
合
わ
せ 

薬　

利　
　
　
　

大
嶹　

克
明

や
る
だ
け
は
や
っ
た
と
笑
顔
子
の
入
試 

小　

砂　
　
　
　

笹
沼　

季
子

那珂川町
図書館

『
本
日
は
大
安
な
り
』

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

辻
村
深
月
／
著
（
角
川
書
店
）

　
一
世
一
代
の
た
く
ら
み
を
胸
に
秘
め
る
美
人
双
子
姉
妹
、
ク
レ
ー
マ
ー
新
婦
に
振
り

回
さ
れ
っ
ぱ
な
し
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
大
好
き
な
叔
母
の
結
婚
に
複
雑
な

心
境
の
男
子
小
学
生
、
重
大
な
秘
密
を
抱
え
た
ま
ま
当
日
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
新
朗
。

　

憧
れ
の
高
級
結
婚
式
場
で
、
同
日
に
行
わ
れ
る
４
つ
の
結
婚
式
。
世
界
一幸
せ
な
一日

を
舞
台
に
し
た
、
パ
ニ
ッ
ク
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
長
編
の
大
傑
作
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

湊　

か
な
え
／
著
（
文
藝
春
秋
）

　

両
親
を
亡
く
し
、
愛
す
る
祖
母
も
ガ
ン
で
入
院
中
、
さ
ら
に
講
師
と
し
て
働
い
て

い
た
英
会
話
ス
ク
ー
ル
が
破
綻
し
、
金
銭
的
に
困
っ
て
い
る
梨
花
。
建
設
会
社
で
働
い

て
い
た
が
、
叔
母
夫
婦
の
す
す
め
る
営
業
職
の
和
弥
と
結
婚
し
た
美
雪
。
公
民
館
で

水
彩
画
教
室
の
講
師
を
し
つ
つ
、
和
菓
子
屋
で
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
紗
月
。

　

三
人
の
女
性
の
人
生
に
影
を
落
と
す
、「
Ｋ
」
の
正
体
と
は
？

　

湊
か
な
え
の
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
始
動
を
告
げ
る
感
動
の
ミ
ス
テ
リ
ー
。

『
じ
め
ん
の
し
た
の
小
さ
な
む
し
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

た
し
ろ
ち
さ
と
／
著
（
福
音
館
書
店
）

　

落
ち
葉
が
積
も
っ
た
地
面
の
下
で
眠
っ
て
い
た
小
さ
な
卵
か
ら
生
ま
れ
た
、
む
し
の

赤
ち
ゃ
ん
。
む
し
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
や
わ
ら
か
な
土
を
食
べ
て
、
ど
ん
ど
ん
育
ち
ま
す
。

　

む
し
は
人
間
の
子
に
掘
り
上
げ
ら
れ
て
、
植
木
鉢
の
土
の
中
に
入
れ
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
あ
ち
こ
ち
居
場
所
を
探
し
て
旅
に
出
て･･･

。
む
し
の
旅
を
見
な
が
ら
、
地
面

の
中
の
生
き
物
が
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
る
の
か
、一緒
に
学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

◇『
ラ
ブ
・
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
』　

喜
多
喜
久
／
著
（
宝
島
社
）

◇『
オ
ジ
い
サ
ン
』　

京
極
夏
彦
／
著
（
中
央
公
論
新
社
）

◇『
ば
ん
ば
憑
き
』　

宮
部
み
ゆ
き
／
著
（
角
川
書
店
）

◇『
レ
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
Ｎ
ｏ
．
０
』　

金
城
一紀
／
著
（
角
川
書
店
）

◇『
麒
麟
の
翼
』　

東
野
圭
吾
／
著
（
講
談
社
）

◇『
カ
サ
サ
ギ
た
ち
の
四
季
』　

道
尾
秀
介
／
著
（
光
文
社
）

◇『
太
陽
お
ば
ば
』　

雀
野
日
名
子
／
著
（
双
葉
社
）

◇『
中
学
・
高
校
生
の
お
弁
当
』　

上
田
淳
子
／
著
（
文
化
学
園
文
化
出
版
局
）

◇『
老
い
の
才
覚
』　

曽
野
綾
子
／
著
（
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
）

◇『
も
も
こ
の
ま
ん
ね
ん
日
記
２
０
１
１
』　

さ
く
ら
も
も
こ
／
著
（
集
英
社
）

◇『
一ね
ん
せ
い
に
な
っ
た
ら
』　

ま
ど
み
ち
お
／
著
（
ポ
プ
ラ
社
）

◇『
大
学
受
験
案
内
２
０
１
２
年
度
用
』　

晶
文
社
学
校
案
内
編
集
部
／
編
（
晶
文
社
）

『
花
の
鎖
』

う
な

め　

ざ

あ
つ
か
ん

う
す
ぬ
の

め

お



広報なかがわ　平成23年４月10日 20

　「運動を始めたいけど、なかなか始
められない」「運動を始めたけれど続
かない」「運動はしているけれど効果
が現れない」…そんな皆さん！是非参
加してみませんか？運動の習慣、強度
により、２つのコースを作りました。
【ヘルスアップコース】（定員25名）
　〔開催時間：午後１時30分～３時〕
　運動習慣がほとんどなく、これか
ら始めてみたいと思っている方。き
つい運動はちょっと苦手だと思って
いる方。
【パワーアップコース】（定員25名）
　〔開催時間：午後７時～８時30分〕
　定期的に運動習慣のある方。たっ
ぷり汗をかいて、爽快感を味わいた
い方。
会場　馬頭健康管理センター
対象者　那珂川町に住むおおむね40
歳以上の方
申込期限　４月28日（木）
日程　【ヘルスアップコース】
５月26日、６月10日・21日、７月７
日・22日、８月５日・19日・30日、
９月７日・13日・28日、10月13日・
26日、11月８日・16日・29日、12月
14日・22日、１ 月11日・26日、２ 月
９日・23日、３月８日・22日
【パワーアップコース】
５月10日・24日、６月７日・21日、
７月５日・19日、８月２日・23日、
９月６日・20日、10月18日、11月１
日）・15日・29日、12月13日
申し込み・問い合わせ
馬頭健康管理センター
　　　　　　　　☎0287－92－1188

　平成23年度那珂川町スポーツカレ
ンダーを作成しましたので、各公共
施設でお受け取りください。
　なお、本年度から各行政区に回覧
しませんので、ご了承願います。
問い合わせ　生涯学習課
　　　　　　　　☎0287－96－2116

　「赤ちゃんがいても外出したい」、
「みんなはどうしてるのか知りた
い」、「誰か話す人が欲しい」、「子育
てがわからない」など、子育て中の
想いは様々。そんな想いをみんなで
分かち合いませんか。
　お子さんの年齢別に２つのクラス
があります。（※兄弟のいる方は、対
象年齢外でも一緒に参加できます）
【きらきらベビークラス】
　０～12ヶ月までの乳児とその家族
【ぴかぴかキッズクラス】
　１歳～就学前の幼児とその家族
内容　友達作りをメインに、音楽遊
びや親子ビクスなど年齢に応じたも
のを行います。
会場　馬頭健康管理センター
日時　詳細は町ホームページ、健康
カレンダー、広報紙に随時掲載しま
す。
※４月の開催は、きらきらベビークラ
　スが４月12日（火）、ぴかぴかキッ
　ズクラスが４月26日（火）で、どち
　らも午前９時30分～正午です。
申込方法　開催日の前日の朝までに
電話で申し込む
申し込み・問い合わせ
馬頭健康管理センター
　　　　　　　　☎0287－92－1188

●第20回特別展「那須の発掘物語
－大田原市の遺跡から－」
期間　６月19日（日）まで
場所　なす風土記の丘資料館湯津上館
その他　観覧料あり（中学生以下無料）
●記念講演会・ギャラリートーク
日時　５月15日（日）午後１時30分
講師　長谷川操氏（大田原市文化振
興課）
場所　なす風土記の丘資料館小川館
定員　60名（参加費無料）
申し込み・問い合わせ
なす風土記の丘資料館小川館
　　　　　　　　☎0287－96－3366

栃木県立なす風土記の丘資料館
特別展及び記念講演会

マタニティクラス
～ハローベビー！～ 参加者募集

親学習プログラム指導者研修
参加者募集

『みんなの子育て広場』が始まります！
～参加者募集～

なかがわフィットネス倶楽部
参加者募集

平成23年度
那珂川町スポーツカレンダー

のご案内

　町では、妊婦さんとそのご家族を
対象に、マタニティクラスを開催し
ます。地域でのお友達作り、気軽な相
談場所として、ぜひご参加ください。
内容及び日程　全４回（※参加した
いものだけの参加、複数回の参加も大
丈夫です。どこからでも参加できます）
●「イメージ編」：友達作り、パパの
妊婦体験など
４月15日（金）、８月20日（土）、12月
10日（土）
（午前９時30分～正午）
●「栄養編」：体重管理について、調
理実習、試食など
５月19日（木）、９月15日（木）、１月
21日（木）
（午前10時30分～午後１時30分）
●「ママのこころと体編」：妊娠中の
変化、おっぱいケアなど
６月18日（木）、10月20日（木）、２月
23日（木）（午前９時30分～正午）
●「実践編」：沐浴体験など
対象　妊婦さん（週数は不問）及び
そのご家族
７月23日（土）、12月25日（金）、３月
17日（土）（午前９時30分～正午）
会場　馬頭健康管理センター
申込方法　開催３日前までに電話で
申し込む
申し込み・問い合わせ
馬頭健康管理センター
　　　　　　　　☎0287－92－1188

　子育てについて、親同士が話し合い、
交流しながら、楽しく子育てについて
学ぶ参加型の学習プログラムです。
　同プログラムを活用して学習支援
を行う指導者を目指してみませんか？
研修期間　６月１日・29日、７月21
日、８月24日の全４回
研修会場　栃木県総合教育センター
申込締切　５月６日（金）
主催　栃木県教育委員会
申し込み・問い合わせ
生涯学習課　☎0287－96－2116
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　平成17年５月から休止していた日
本脳炎予防接種の積極的な勧奨を一部
再開することとなりましたが、ワクチ
ン量が十分でないため、今年度は「定
期に定める第１期及び第２期の標準的
な接種期間に該当するもの」が対象と
なります。（対象者には個別に通知）
第1期（初回）
対象　３歳～４歳に達する前までの児
受け方　乾燥細胞培養日本脳炎ワク
チンを６～ 28日の間隔で２回接種
第1期（追加）
対象　第１期初回を終了した４歳児
受け方　乾燥細胞培養日本脳炎ワク
チンを１回接種
特例措置
対象　９歳～ 10歳になるもの　　 
受け方　乾燥細胞培養日本脳炎ワク
チンを未接種分の回数接種する
接種場所及び期日
①町内指定医療機関での個別接種す
る場合　４月１日（金）から開始
②第1期（初回・追加）の方のうち、
馬頭健康管理センターで集団接種を
希望する場合　４月13日、５月11日、
６月８日、７月６日、９月21日、10
月18日、11月２日、11日、14日、12月
12日、１月５日、２月３日、３月1日
及び28日
その他　町外での接種を希望する場
合や不明な点についてはお問い合わ
せください。また、今年度の対象年
齢に該当しない児については順次連
絡します。
問い合わせ　馬頭健康管理センター
　　　　　　☎0287－92－1188

　子どもや家庭、子どもの健やかな
成長について社会全体で考えること
を目的に、毎年５月５日の「こども
の日」から１週間を「児童福祉週間」
と定めています。この機会に次代を
担う子どもの健やかな成長や家庭・
地域の子育てについて今一度考えて
みませんか？

　平成23年度から在宅要介護者に対
し、本人の福祉の推進と介護者の負
担の軽減を図るために「紙おむつ購
入費助成事業」が始まります。
　それに伴い「ねたきり老人等介護
手当」は、廃止となります。
対象者　那珂川町に住所を有し、在
宅で常時おむつを使用する者であ
り、要介護認定の要介護１以上の者
購入費の助成　１月単位とし、紙お
むつの購入に要した費用の5,000円
を限度とする。
申請方法　所定の申請書により領収
書を添付の上、健康福祉課へ申請す
る。（まとめて申請可）
申請期間　紙おむつ購入した日の翌
月から１年間とする。
対象品目　使用の都度破棄すること
ができる素材により製造されたもの
（フラット型・テープ型・パンツ型
の紙おむつ、尿取り用パット）
申請・問い合わせ
健康福祉課　☎0287－92－1119

　那珂川町は国宝や国指定史跡など
の多くの史跡が点在し、古来から産
金や窯業の地としても知られてきま
した。
　これらの誇るべき歴史遺産への関
心を高め、あわせて地域文化の活性
化をめざし、「風土記歴史解説員養
成講座」を開講いたします。経験や
知識は問いません。是非ご応募下さ
い。
定員　20名（先着順）
受講費　無料（材料費等は実費負担）
受付期限　４月17日（日）まで
その他　申込方法や講座の日程など
の詳細はお問い合わせください。
問い合わせ　
栃木県立なす風土記の丘資料館小川館 
　　　　　　 ☎　0287－96－3366
　　　　　　FAX 0287－96－3340
　　　 E-mail info@nasufudoki.com

難聴者のための手話学習会
参加者募集紙おむつ購入費の助成について日本脳炎予防接種一部再開について

児童福祉週間をご存じですか？

自衛隊幹部候補生
及び一般曹候補生募集

犬の登録及び
狂犬病予防注射について

風土記歴史解説員養成講座
「古代なす学入門」受講生募集

参加資格　聞こえない人、それを支
える聞こえる人
期間　５月から１年間、毎月第２・第
４火曜日の午後１時30分～３時30分
場所　小川総合福祉センターすこや
か共生館（会場の都合により変更あり）
申込締切　５月７日
参加費　1,300円（テキスト代）
申し込み・問い合わせ　中途失聴・
難聴者の会「とちの葉」（担当：磯島
郁子）☎・FAX共通 0287－28－1393
※☎は夜のみ対応

受付期限　５月６日まで
第一次試験
○幹部候補生　５月14日～ 15日
○一般曹候補生　５月21日
　試験会場は自衛隊栃木地方協力本
部
応募資格
○幹部候補生　４月１日現在で22歳
　以上26歳未満の大学卒業者、若し
　くは20歳以上22歳未満の大学卒業
　見込みの者
○一般曹候補生　４月１日現在で18
　歳以上27歳未満の者（高校３年生
　を除く）
問い合わせ　自衛隊大田原地域事務
所　☎0287－22－2940

　今年の「犬の登録及び狂犬病予防
注射」は、５月と６月に町内各地を
巡回して実施します。一回目は、５
月中旬から下旬、２回目は、６月中
旬から下旬に実施します。日程につ
いては、５月号、６月号でお知らせ
します。なお、登録者には、別途通
知します。
　詳細については、お問い合わせく
ださい。
問い合わせ　住民生活課生活環境係
　　　　　　☎0287－92－1112



広報なかがわ　平成23年４月10日 22

４月18日（月）、25日（月）、29日（金）、30日（土）
５月２日（月）～ 5日（木）、９日（月）

小川図書館は、地震被害のため、当分の間
休館となります。
○問い合わせは8:00 ～ 17:00
　（土曜・日曜は馬頭図書館まで）
○計画停電が15:20 ～ 19:00又は16:50 ～ 20:30
に実施された場合、馬頭図書館は17:00に閉館
します。

馬頭図書館の休館日（４/16～５/15）

たのしい絵本と紙しばいの会
・４月21日（木）午前10：30～
・場所　馬頭図書館 視聴覚室
　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。

チャレンジクッキング
・４月24日（日）午前10：00～
・参加申し込み　４月22日（金）まで
・材料費　100円
・持ち物　三角巾、エプロン　・爪を切ってきてね
　フルーツサンドイッチを作りましょう。

子どもの日の集い
・５月５日（木）午前10：00～　　　　
・参加費　無料
　みんなで思いっきり楽しく遊びましょう。
　ぜひ遊びに来てね！

ＪＶＣのおはなし会
・４月17日（日）午後2：00～
・場所　馬頭図書館　児童室
　ジュニアボランティアクラブの方たちが、
　アンパンマンの紙しばいを読んでくれます。
　おはなしの後は、シャボン玉を飛ばしましょう。

・５月11日（水）午後1：30～
・場所　馬頭図書館 視聴覚室
　和やかな雰囲気で語りあっています。
　興味のある方はお気軽にどうぞ。

読　書　会

「児童館」
４月16日～５月15日

のお休み

開館時間　午前９時～午後５時
☎０２８７－９６－３１０９

日 月 火 水 木 金 土
4/16

17 18 19 20 21 22 23
24 29 3025 26 27 28

8 9 10 11 12 13 14
15

5/1 2 3 7

母の日のプレゼントつくり
・５月８日（日）午前10：00～　
・参加申し込み　５月２日（月）まで
・材料費　100円
　５月の第２日曜日は『母の日』です。　　　　
　ありがとうの気持ちをこめて、ステキなプレゼントを
　つくりましょう。

なかよしひろば
・５月12日（木）午前10：00～　
・参加申し込み　５月１０日（火）まで
・参加費　50円（おやつ代）
・持ち物　お茶等の飲み物（水分補給用）
　就学前のお子さんと保護者の皆さん、
　一緒に楽しくすごしましょう。　　　　
　どうぞお気軽に参加してください。

4 5 6
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３
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史
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を
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が
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頭

　
　
　
　
　
　

広　

美

藤
田　

琉
己　

宏　

樹　

馬　
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馬　

頭

　
　
　
　
　
　

明
日
香

栗
田　

獲
夢　

弘　

樹　

馬　

頭

　
　
　
　
　
　

友　

美

岡
山　

理
人　

英　

明　

久
那
瀬

　
　
　
　
　
　

晃　

子

里
見
麻
衣
子　

嘉　

隆　

大　

内

　
　
　
　
　
　

郷　

子

ね　

ね

る　

み

ま　

い　

こ

し
ゅ
ん
た

え
る
む

ま
さ
と

は
る
ひ

（

）

　
（
氏　

名
）　
　
（
年
齢
） 　
（
住
所
）

大
久
保
一
二　

（
100
）　

馬　

頭

小
山
田
仁
一　

（
89
）　

馬　

頭

穂
積　

一
男　

（
83
）　

馬　

頭

山
本　

幸
雄　

（
85
）　

馬　

頭

大
森　

ア
イ　

（
83
）　

馬　

頭

飯
塚　

清
子　

（
82
）　

健　

武

熊
田　

一
惠　

（
86
）　

健　

武

鈴
木　
　

甫　

（
94
）　

矢　

又

菊
池　

久
彌　

（
89
）　

和　

見

藤
田　

ツ
ネ　

（
91
）　

和　

見

小
泉　

純
一　

（
62
）　

北
向
田

髙
野　
　

彰　

（
52
）　

富　

山

仲
田　

忠
彦　

（
52
）　

大　

内

菊
池　
　

一　

（
81
）　

小　

砂

栗
田　

ヨ
シ　

（
87
）　

小　

砂

市
村　

正
夫　

（
96
）　

小　

川

山
﨑　

ツ
ネ　

（
94
）　

小　

川

瀧
田　
　

武　

（
90
）　

小　

川

磯　
　

和
夫　

（
76
）　

片　

平

齊
藤　

サ
ト　

（
87
）　

三　

輪

関
谷
ミ
ユ
キ　

（
102
）　

三　

輪

石
澤　

節
夫　

（
81
）　

三　

輪

※

掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　
　
　

2
月
21
日
〜
3
月
20
日

　
　
　

受
付
分　
　
　

敬
称
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　ある中学校の歴史クラブが、栃
木県にある史跡などについて調査
し、次のようなカードを作成した。
これを見て、問いに答えなさい。

問　下線部ａについて、壬申の乱
に勝利して、天皇中心の国家づく
りを進めた天皇は誰か。
　　　　　　　答　天武（天皇）

　那須官衙遺跡（那珂川町）　
ここには地方を治める役所が
あったようです。役所がつくら
れたのは７世紀末以降と考えら
れています。７世紀末にはａ律
令に基づく国家の建設が進み、
地方への統制も強化されていき
ました。

4月１日現在の人口
（住民基本台帳）

（－20）9，562 人 男
（－27）9，491 人女
（－47）19，053 人計
（+  2）6，141世帯数

（　）内は前月との比較
今回発見された古代道路跡
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春季特別展
浮世絵名品展 －川崎・砂子の里資料館所蔵－

67

江戸時代の鎖国で育んだ独自の文化は西欧にジャ
ポニズムを生み多大な影響を与えました。その土
壌となった浮世絵の世界を概観するまたとない機
会です。浮世絵から見る江戸の文化や西欧に影響
を与えた文化をご堪能下さい。
　　　　　　　　　馬頭広重美術館長　市川信也
【会　　期】 　前期：４月22日～５月22日
　　　　　　　 後期：５月27日～６月26日
【開館時間】　午前９時30分～午後５時まで
　　　　　　（但し、入館は午後４時30分まで）
【休 館 日】　月曜日、祝日の翌日
　　　　　（但し、４月26日～５月５日は開館）
【講 演 会】　５月28日（土）午後１時30分～
　　　演題『浮世絵の魅力』　講師：当館学芸員
【ミュージアムトーク（展示解説）】　
　　　　　　  ４月23日（土） 午後１時30分～
【入 館 料】　大　人　　　700円（630円）
　　　　　　  高・大学生　400円（360円）
　※（ ）は20名以上の団体料金
　※70歳以上の高齢者、中学生以下は無料
　※障がい者手帳等をお持ちの方・付き添い１名
　　は半額。

　浮世絵史上画期
的な発明が明和
（1764～1772）
年間に行われます。
従来の浮世絵は墨

摺絵、紅絵、紅摺絵程度の印刷技術でしかなかっ
たのですが、明和初年から流行した摺物の交換会
で、鈴木春信たちが考案した多色摺版画が配付さ
れます。春信は小柄で細身の清楚な美人様式を完
成させ、ぼかし摺り、空摺、地潰しなど様々な技
法を考案しました。春信以降は、多くの画派が発
生しそれぞれ切磋琢磨し技術やデザインを考案し、
美人画、役者絵、名所絵（風景画）等に多くの作
品を残し、浮世絵を鑑賞用の商品として価値を高
めました。その後浮世絵界は黄金期を迎え東洲斎
写楽、喜多川歌麿、葛飾北斎、歌川広重などを輩
出します。
　今回紹介する作品は、喜多川歌麿が寛政３年～
５年頃に描いています。両国橋西詰から橋を正面
に見ています。この作品は二枚で完結しているよ
うに見えますが、実は右側に水茶屋と冷水売りが
描かれたもう１枚があることが確認されました。
橋の袂には五人の美人と赤子を背負った少女がい
ます。美人は全て７身等で小顔の細身の体、着物
の帯は幅広く、髪型は鬢の張った灯籠鬢と島田髷
で当時の遊行していたスタイルで描かれています。
構図は歌麿には珍しく橋を正面からとらえた奇抜
な構図です。ただし遠近法をよく理解していな
かった歌麿は橋と人物の遠近感を欠いてしまいま
した。
　この度は、開館10周年を迎える川崎・砂子の
里資料館のご厚意により、浮世絵の初期から末期
までの肉筆画、版画の名品、優品を紹介します。

片平地区「田植えを待つ蕉風の田」
撮影者　石塚英好さん（矢板市）

松
野
地
区
「
オ
ダ
ガ
ケ
を
待
つ
黄
金
の
稲
束
」

　
　
　
　
　
　

撮
影
者　

富
永
明
さ
ん
（
宇
都
宮
市
）

“栃木県の美しく豊か
な田園風景”を百年後
の後世にも継承してい
くための「とちぎのふ
るさと田園風景百選」
に当町の和見、松野、
片平地区の風景が選ば
れました。今月は松
野・片平地区の写真を
掲載します。


